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今年も利用者さんの大作で新年を迎えました！

鬼退治ならぬ『鬼倒し』ゲームで邪気を祓いました！
（利用者さん作のかわいい鬼たち）

デイサービスセンターの利用者
さんが作った、今年の干支の龍
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宅 老 所 　 喜 楽 庵宅 老 所 　 喜 楽 庵

毎年恒例の節分豆まき！
今年はやさしい鬼が来てくれ、健康を祈って
利用者もやさしく豆をまいていました。

2 枚のカードを拾い 4 文字で言葉
を作ります。皆さん色々言葉を知っ
ていてびっくり‼
カードが残らないのを目標に真剣な
眼差し。

クリスマス会には職員
が日本舞踊を披露！
感激で涙する方も…

デイサービスセンターデイサービスセンター

クリスマス会

ハッピーズによるオカリナの演奏で懐かしい
歌を聞き、生演奏で歌を歌いました♬

久
々
の
子
供
達
と
の
交
流
に

み
ん
な
の
笑
顔
が
た
え
ま
せ
ん

文化琴のステキな音色にうっとり♬
素晴らしい演奏でした！

オマイカコールの皆さんの素晴らしい歌声に聴き
入りながら、話術に顔がほころびました (^^)

言葉つなぎゲーム！

節分

久
し
ぶ
り
の
交
流
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2 月 16 日 ( 金 ) おたすけ隊全体会とフォローアッ
プ研修会を開催し、令和 5 年度の実績報告と今後も
よりよい支え合い活動ができるよう話し合いました。

全体会に続き、南木曽町役場管理栄養士の平林百
合子先生をお招きし、フレイル予防の食事と栄養に
ついて講義していただきました。災害時に役に立つ
" いつも "と " もしも "の簡単レシピ紹介では、能
登半島の地震災害を胸に、皆さん熱心に学んでいま
した。 12月15日(金)南木曽会館ホールにて、フォロー

アップ研修を開催しました。
『ととのえ』の吉田奈美先生を講師にお招きし、

【モノが片付くと心がととのう】をテーマに整理整
頓の基本を学びました。年末に向けて自分の家の片
付けや、おたすけ隊の家の片付けや掃除の活動をす
る際に参考にしたいという感想が多く寄せられまし
た。

出張ほっとカフェを開催しました

居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所
ヘルパーステーション 合同研修ヘルパーステーション 合同研修 ひだまり工房ひだまり工房

実 際 に 手 に 取 っ て
みたら、とても緊張
したと、通所者さん。

地域支え合いの会「なぎそ・おたすけ隊」地域支え合いの会「なぎそ・おたすけ隊」

認 知 症 総 合 事 業認 知 症 総 合 事 業

雪降りの寒い中でした
が、大勢の方にお越し
いただきました。ひだ
まり工房の焼きたての
焼き芋を食べ、ホッと
温まりながら、おしゃ
べりを楽しまれました。

2 月 26 日 ( 月 ) 南木曽会館にて、朝日新聞社が提
供するプログラム「認知症フレンドリー講座」を開
催し、VR を使って認知症の方の見えている世界を
疑似体験していただきました。

防災訓練を開催しました　木曽消防署南分署の
署員をお招きし、消火器の正しい使い方や消火の基本
を教えていただきました。

　12 月 7 日 ( 木 ) に中津川市民病院主催の
研修会にオンラインで、ケアマネージャーと
ヘルパー職員で参加しました。

蘭分園（旧蘭保育園）蘭分園（旧蘭保育園）

　　　　　　　　♪おしらせほっとカフェは
令和 6 年 4 月～吾妻地区は
妻籠・広瀬・蘭と順番で開催します。
開催日時は配布するチラシをご覧ください。

フレンドリー講座開催フレンドリー講座開催
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ホームページをリニューアルしました！
スマートフォンからも、より見やすくなりましたので、ぜひご覧ください。https://www.nagisosyakyo.or.jp/

保険金の種類　　　　　　　　　　補償プラン 基本プラン 天災・地震 
補償プラン

※補償期間
　令和６年４月１日から
　１年間

ケガの補償

死亡保険金 １，０４０万円
後遺障害保険金 １，０４０万円（限度額）
入院保険金日額 ６，５００円

手術保険金 入院中の手術 ６５，０００円
外 来 の 手 術 ３２，５００円

通院保険金日額 ４，０００円
特定感染症 補償開始日から補償

地震・噴火・津波による死傷 × 〇
賠償責任の補償 賠償責任保険金（対人・対物共通） ５億円（限度額）

年間保険料 ３５０円 ５００円

南木曽町ボランティアセンターでは、ボランティアが安心して活動
できるように、ボランティア活動保険の加入受付を行っています。

　南木曽町ボランティアセンターではボランティア登録
していただいた方、団体のボランティア活動保険料（加
入料）を令和６年度から社協が負担させていただくこと
になりました。ぜひ、ボランティア登録をお願いします。
　登録していただいた方には、ボランティア情報の紹介、
ボランティアに関する研修会の案内などさせていただき
ます。

◆能登半島地震災害ボランティアを
　したいとお考えの方は

　活動に行かれる前にボランティア活
動保険に加入をしてください。南木曽
町社協では天災・地震補償プランの保
険料を負担させていただきますのでぜ
ひ事前手続きをお願いします。

◇受付窓口・用紙　：南木曽町ボランティアセンター（社協内）・申し込み用紙は窓口にあります　　
◇受 付 け 時 間　：８：１５～１７：１５　（月）から（土）　
◇持　　ち　　物　：印鑑・団体でのお申込みの方は名簿などお名前、年齢が分かるもの

ボランティア、ボランティア活動保険に関するお問い合わせは
南木曽町ボランティアセンター（南木曽町社協内）

電話０５７３－７５－５５１６　／　※※７５－５５１６　まで

ボランティア活動保険ボランティア活動保険

活動中のさまざまな
事故に対する備えと
し て、 無 償 で 活 動
するボランティアの
方々を対象に、ケガや
損害補償責任を保証
します。


